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いち

立ち上がり動作とは 

1日の立ち上がり回数

Richard W Bohannon:Daily sit-to-stands performed by adults: A systematic review.J. Phys. Ther. Sci. 27: 939‒942, 2015

✓33～71回
✓健康な人のみ

平均45回

https://www.jstage.jst.go.jp/search/global/_search/-char/en?item=8&word=Richard+W+Bohannon


いち

立ち上がり動作とは 

必要な機能は？

Movement analysis of sit-to-stand – research informing clinical practice.Physical Therapy Reviews 20(3):156-167.2015

筋力
バランス
足の位置
椅子の高さ



いち

立ち上がり動作とは 

必要な機能は？

Sharon Nuzik et al. Sit-to-Stand movement pattern. A kinematic study.Phy Ther 66:1708‐1713,1986



いち

立ち上がり動作とは 

必要な機能は？

Movement analysis of sit-to-stand – research informing clinical practice.Physical Therapy Reviews 20(3):156-167.2015

筋力
バランス
足の位置
椅子の高さ
移動戦略



いち

立ち上がり動作とは 

必要な機能は？

Sharon Nuzik et al. Sit-to-Stand movement pattern. A kinematic study.Phy Ther 66:1708‐1713,1986

屈曲相 離臀相 伸展相 安定相



いち

立ち上がり動作とは 

必要な機能は？

シナジー1：体幹前屈
シナジー2：離臀と重心移動
シナジー3：下肢・体幹伸展
シナジー4：立位の安定 

関節の位置（アライメント）
や感覚入力により変化する
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いち

立ち上がり動作とは 

膝関節に必要な機能は？

Sharon Nuzik et al. Sit-to-Stand movement pattern. A kinematic study.Phy Ther 66:1708‐1713,1986

屈曲相 離臀相 伸展相 安定相

屈曲増大屈曲位保持 伸展移行 伸展位



いち

立ち上がり動作とは 

必要な機能は？

Schenkman M et al .Whole-body movement during rising to standing from sitting.Phys Ther 70, 638-651, 1990

屈曲相
股関節 体幹

体幹に対して股関節が先行して屈曲活動を呈する



いち

立ち上がり動作とは 

必要な機能は？

Sharon Nuzik et al. Sit-to-Stand movement pattern. A kinematic study.Phy Ther 66:1708‐1713,1986

屈曲相
健常者 片麻痺

骨盤の傾斜角度に 
違いが生じる

健常者＝前傾 
片麻痺＝後傾

COM後方に



いち

立ち上がり動作とは 

必要な機能は？

Sharon Nuzik et al. Sit-to-Stand movement pattern. A kinematic study.Phy Ther 66:1708‐1713,1986

屈曲相
骨盤前傾 骨盤後傾



いち

立ち上がり動作とは 

必要な機能は？

Boram Choi et al. Activation of the vastus medialis oblique and vastus lateralis muscles in asymptomatic subjects during the sit-to-stand procedure.J Phys Ther Sci 27(3):893-5.2015

屈曲相

APT＝骨盤前傾 
NPT＝骨盤正常

正常＞前傾位にて 
大腿部筋群の活動 
上昇あり

前傾位にて筋活動低下 
＝少ない負荷で運動可能



いち

立ち上がり動作とは 

必要な機能は？

Sharon Nuzik et al. Sit-to-Stand movement pattern. A kinematic study.Phy Ther 66:1708‐1713,1986

屈曲相 離臀相 伸展相 安定相

体幹前傾

骨盤前傾 
股関節屈曲



いち

立ち上がり動作とは 

必要な機能は？

V Dubost et al.Decreased Trunk AngularDisplacement During Sitting Down An Early Feature of Aging.Physical Therapy85, 404–412,2005
.

離臀相 伸展相

下腿前傾角度に 
違いが生じる

若年者＝前傾小 
高齢者＝前傾大

膝関節屈曲角度の
変化

若年者

高齢者



いち

立ち上がり動作とは 

必要な機能は？

V Dubost et al.Decreased Trunk AngularDisplacement During Sitting Down An Early Feature of Aging.Physical Therapy85, 404–412,2005
.

離臀相 伸展相
筋活動のパターン
に違いが生じる

ヒラメ筋の活動 
健常者＝離臀後 
片麻痺＝離臀前

下腿後傾 
底屈に作用

健常者 離臀

麻痺側 非麻痺側

離臀 離臀



いち

立ち上がり動作とは 

必要な機能は？

離臀相 伸展相

下腿前傾位 
で固定



いち

立ち上がり動作とは 

必要な機能は？

H Hanawa et al.Evaluation of kinematic onset for sit-to-stand task in stroke patients Author links open overlay panel.Annals of Physical and Rehabilitation Medicine Volume 61 .2018,

若年者 高齢者 脳卒中

運動パターン（シナジー）が異なる



いち

立ち上がり動作とは 

筋シナジー（正常）

http://www.robot.t.u-tokyo.ac.jp/~an/research.html#sts_healthy



いち

立ち上がり動作とは 

筋シナジー（脳卒中）

脳卒中

離臀ピークのタイミングが遅れる 長く平坦な筋活動
http://www.robot.t.u-tokyo.ac.jp/~an/research.html#sts_healthy



いち

立ち上がり動作とは 

必要な機能は？

Sharon Nuzik et al. Sit-to-Stand movement pattern. A kinematic study.Phy Ther 66:1708‐1713,1986

屈曲相 離臀相 伸展相 安定相

体幹前傾 体幹保持

大腿骨回転
下腿前傾

股関節伸展

体幹伸展

下腿固定

骨盤前傾 
股関節屈曲
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ある

作用

立ち上がり動作とは 

膝関節のみるポイント

三浦真弘：腸脛靱帯遠位部の線維構築と大腿ー膝外側支持機構との関連性について.第10回臨床解剖研究会記録 2006

近位 遠位

腸脛靭帯は膝蓋骨にも線維を出し、 
大腿骨の外旋作用を呈する



ある

作用

立ち上がり動作とは 

膝関節のみるポイント

三浦真弘：腸脛靱帯遠位部の線維構築と大腿ー膝外側支持機構との関連性について.第10回臨床解剖研究会記録 2006

近位 遠位

腸脛靭帯は腓骨にも線維を出し、 
下腿骨の外旋作用を呈する

腓骨の前方引き出し



ある

作用

立ち上がり動作とは 

膝関節のみるポイント

TA（前脛骨筋）とGAST( 下腿三頭筋） 
による下腿骨の安定

BF遠位( ハムスト）による下腿骨の後傾
とVL( 外側広筋）による膝伸展

BF近位( ハムスト）と大臀筋による 
股関節伸展




